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 は
じ
め
に
　
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
に
お
け
る
造
り
物

二
〇
一
三
年（
平
成
二
十
五
年
）に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
二
回
三
ツ
山
大
祭（
臨

時
祭
）
に
お
い
て
、
祭
礼
は
境
内
や
そ
の
周
辺
が
中
心
で
し
た
が
、
城
下
町
全
体

と
し
て
も
賑
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
祭
礼
の
開
催
前
か
ら
多
く
の
人
が
関

わ
り
、
話
題
と
な
っ
た
事
や
、
期
間
中
に
展
示
さ
れ
た
造
り
物
も
、
町
の
賑
わ
い

の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）
よ
り
途
絶

え
て
い
た
、
町
衆
に
よ
る
造
作
が
六
十
年
ぶ
り
の
復
興
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関

わ
っ
た
人
た
ち
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

造
り
物
の
成
立
当
初
か
ら
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
壮
大
な
仕
掛
け
は
、
一

ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
に
関
す
る
古
文
書
や
絵
巻
、
新
聞
や
写
真
に
も
記
載
さ

れ
て
お
り
、
遠
方
か
ら
多
く
の
見
物
人
を
呼
び
楽
し
ま
せ
、
侍
が
作
り
物
を
見
た

い
が
た
め
解
体
を
遅
ら
せ
る
依
頼
を
出
す
ほ
ど
に
、
人
々
の
心
を
掴
ん
で
い
た
造

り
物
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

総
社
の
造
り
物
の
展
開
は
、
①
発
生
か
ら
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
町
々
に
定

着
す
る
時
期
、
②
江
戸
中
期
か
ら
昭
和
初
期
の
各
町
が
競
い
合
い
独
自
色
が
展
開

さ
れ
た
時
期
、③
戦
後
、高
度
経
済
成
長
か
ら
そ
れ
以
後
に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
。

一
　
造
り
物
の
成
立
と
周
囲
の
状
況

先
に
総
社
の
造
り
物
に
も
手
本
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ど
う
発
祥
し
展
開
さ
れ

た
の
か
触
れ
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
造
り
物
が
世
に
出
て
く
る
前
の
段
階
と
し
て
、
お
盆
に
飾
る
灯
籠
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

室
町
初
期
の
公
家
社
会
に
お
い
て
、
お
盆
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
灯
籠
を
譲
渡
す

る
風
習
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
一
四
二
三
年
（
応
永
三
十
年
）
伏

見
宮
貞
成
親
王
の
看
聞
御
記
に
、
位
の
高
い
人
た
ち
の
間
で
送
ら
れ
た
細
工
灯
籠

が
町
家
の
座
敷
や
街
路
な
ど
で
公
開
さ
れ
、
灯
籠
を
見
物
に
出
か
け
る
こ
と
が
庶

民
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

灯
籠
に
は
光
と
影
と
で
表
現
す
る
影
絵
と
、
造
形
を
飾
る
も
の
と
大
き
く
二

つ
あ
り
ま
し
た
。
造
り
物
は
灯
籠
か
ら
独
立
し
た
形
で
展
開
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

一
八
五
〇
年
（
嘉
永
三
年
）
の
曽
根
崎
新
地
灯
籠
会
の
記
録
で
は
「
灯
籠
は
絹
張

に
し
て
、
細
工
美
麗
に
手
を
つ
く
し
、
大
物
な
ど
は
頭
人
形
に
し
て
、
衣
服
は
画

絹
を
以
て
も
と
よ
り
、
其
中
に
火
を
と
も
し
、
其
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
計
な
し
。」

と
あ
り
、
造
り
物
の
材
質
を
軽
く
し
、
大
衆
の
集
ま
る
見
せ
物
と
し
て
高
所
で
展

示
す
る
も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
職
人
の
手
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
身
の
回
り

に
あ
っ
た
素
材
、
例
え
ば
乾
物
や
干
物
、
か
ご
、
わ
ら
や
普
段
使
い
の
道
具
、
農

具
、
嫁
入
り
道
具
や
、
仏
事
の
道
具
な
ど
で
作
ら
れ
る
、
一
式
形
式
と
言
わ
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
本
来
と
は
違
う
別
の
物
に
見
立
て
、タ
イ
ト
ル
な
ど
で「
こ

う
で
す
よ
」
と
見
せ
る
と
、
そ
う
見
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
作
る
側
も
造
作

の
趣
向
を
楽
し
み
、
見
物
人
は
見
立
て
の
文
化
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

一
式
形
式
は
誰
で
も
作
り
や
す
い
事
か
ら
、
一
般
に
も
普
及
し
て
い
ま
し
た
。

一
七
八
七
年
（
天
明
七
年
）
に
「
作
物
趣
向
種
」
と
い
う
造
り
物
の
制
作
ガ
イ

ド
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
八
年
・
安
政
七
年
・
万
延
元
年
と
江
戸
時

代
に
計
四
回
増
刷
。
近
代
に
な
っ
て
も
改
版
出
版
さ
れ
る
ほ
ど
需
要
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
造
作
技
術
が
播
磨
に
伝
わ
り
、
町
衆
に
よ
る
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ

山
大
祭
の
賑
わ
い
を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

播
磨
国
総
社
　
造
り
物
の
し
つ
ら
い

え
か
き
・
も
の
づ
く
り
作
家
　
　
　
ド
ウ
ノ
ヨ
シ
ノ
ブ
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二
　
総
社
の
造
り
物
の
発
生
か
ら
定
着

総
社
の
祭
礼
で
山
が
作
ら
れ
始
め
た
の
は
、
一
五
二
一
年
（
大
永
元
年
）
か
ら

で
、「
装
山
ノ
造
車
」
を
宝
前
に
捧
げ
た
と
あ
り
（
播
磨
国
飾
東
郡
国
衙
庄
惣
社

略
記
）、い
わ
ゆ
る
装
飾
さ
れ
た
曳
山
で
し
た
。山
は
翌
一
五
二
二
年（
大
永
二
年
）

に
臨
時
祭
で
形
式
が
改
め
ら
れ
高
さ
三
間
二
尺
の
山
に
色
絹
を
巻
い
た
も
の
を
作

ら
せ
た
と
、一
五
七
六
年
（
天
正
四
年
）
の
『
惣
社
集
日
記
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、

曳
山
か
ら
置
山
に
さ
れ
た
が
、山
自
体
の
造
り
は
盛
大
で
し
た
。一
七
三
三
年（
享

保
十
八
年
）
の
臨
時
祭
を
描
い
た
絵
図
に
は
山
か
ら
台
が
迫
り
出
し
飾
り
人
形
が

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

し
か
し
、
こ
の
臨
時
祭
以
後
は
享
保
の
改
革
で
倹
約
令
が
厳
し
く
な
り
、
造
り

物
の
付
い
た
山
は
作
ら
れ
な
く
な
り
、
山
も
覆
う
絹
が
木
綿
に
変
更
さ
れ
た
り
、

高
さ
も
ど
ん
ど
ん
低
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
町
中

の
造
り
物
と
曳
き
物
が
登
場
し
ま
す
。（
図
２
）

一
七
四
四
年
（
延
享
元
年
）、
総
社
の
夏
祭
を
松
平
明
矩
が
始
め
さ
せ
て
お
り
、

夏
祭
の
見
世
物
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
造
り
物
が
記
録
に
出
て
く
る
の

は
一
七
五
一
年
（
宝
暦
元
年
）
の
夏
祭
で
、
総
社
の
社
僧
で
あ
っ
た
明
王
院
境
内

に「
三
河
国
八
つ
橋　
杜
若
」を
元
塩
町
が
出
し
た
と
、一
七
五
二
年（
宝
暦
二
年
） 

の
記
録
に
あ
り
ま
す
。
杜
若
は
袱
紗
や
茶
せ
ん
な
ど
茶
道
具
で
作
り
、
波
は
扇
子

を
使
っ
て
表
現
し
た
一
式
形
式
で
し
た
。
一
七
五
四
年
（
宝
暦
四
年
）「
箙
の
梅
」

が
制
作
さ
れ
た
事
で
、
そ
れ
ま
で
の
風
景
中
心
か
ら
物
語
や
芝
居
の
一
場
面
が
題

材
と
し
て
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
造
り
物
が
、
各
町
に
お
い
て
も
造
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
七
五
九
年
（
宝
暦
九
年
）
の
正
遷
宮
で
、
十
四
町
が
造
り
、
こ

の
う
ち
設
置
型
は
、
本
町
、
元
塩
町
、
坂
田
町
で
、
他
の
町
は
二
層
四
輪
曳
形
色

の
屋
台
に
作
り
物
を
乗
せ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
各
町
が
競
い
合
う
造
り
物
最
盛
期

各
町
で
作
ら
れ
始
め
る
と
、
他
に
引
け
を
取
ら
な
い
演
出
や
趣
向
を
凝
ら
す
様

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
七
九
三
年
（
寛
政
五
年
）『
臨
時
祭
礼
見
聞
録
』 

の
記
事

に
「
町
々
作
り
物
目
録
」
と
あ
り
、「
作
り
物
之
儀
ハ　

此
度
の
祭
礼
よ
り
相
始

り
候
事
也　

但
し
屋
根
ニ
致
シ
候

が
初
メ
カ
定
か
な
ら
ず
」  

と
い
う

注
記
が
あ
り
、
屋
根
に
も
作
ら
れ

て
い
き
、
造
り
物
の
出
た
十
六
町

の
う
ち
綿
町
、
米
田
町
、
龍
野
町

一
丁
目
、
二
丁
目
が
屋
根
の
上
に

造
っ
て
い
ま
し
た
。
屋
根
に
設
置

さ
れ
た
も
の
以
外
も
総
じ
て
大
型

の
も
の
が
造
ら
れ
て
お
り
、
地
上

に
門
や
山
門
な
ど
楼
門
や
城
櫓
の

造
り
物
を
建
て
た
り
、
向
か
い
の

家
の
屋
根
か
ら
屋
根
へ
橋
を
渡
し

造
作
す
る
な
ど
、
近
代
ま
で
盛
ん

図１　臨時大祭礼絵図　享保18年（1733）英賀神社蔵

図２ 播州姫路総社臨時大祭礼曳物略図 嘉永7年（1854）前川憲司氏蔵

写真１　‌往来を渡して作られた造り物‌　「加藤清正虎退治」
（光源寺前町） 1928年（昭和3年）　木村政勝氏アルバム
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に
登
場
す
る
演
出
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

一
八
二
五
年
（
文
政
八
年
）
福
中
町
の
「
鯨
取
」（
図
３
）
は
壮
大
で
、
鯨
は
黒

い
木
綿
で
包
み
、
白
木
綿
の
汐
を
吹
い
て
い
る
の
で
す
が
、「
鯨
取
り
く
じ
ら
大
キ

サ
三
十
尋
」、「
塩
ふ
き
高
サ
八
間
船
三
十
双
大
キ
サ
七
間
ツ
ツ
人
形
七
十
人
一
丁

中
屋
根
は
惣
海
也
浪
ハ
木
綿
也　
此
作
り
物　
木
綿
数
三
千
五
百
反
」
と
「
幾
蔵

図
冊
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
ク
ジ
ラ
の
大
き
さ
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
汐

吹
の
高
さ
一
四
か
ら
一
五
メ
ー
ト
ル
、
海
に
見
立
て
て
町
の
屋
根
に
木
綿
を
引
き

詰
め
て
し
ま
う
と
い
う
、
壮
大
な
鯨
取
り
の
情
景
を
作
り
ま
し
た
。

龍
野
町
は
も
と
も
と
の
地
形
や
建
物
を
利
用
し
た
り
、
東
西
に
約
一
キ
ロ
に

わ
た
る
長
い
町
筋
で
凝
っ
た
演
出
を
し
ま
し
た
。
一
八
三
三
年
（
天
保
四
年
）
に

は
、
屋
根
に
平
清
盛
が
タ
日
を
招
く
図
を
こ
し
ら
え
、
石
薬
師
の
山
頂
に
太
陽
の

差
し
渡
し
五
間
、
光
の
筋
の
長
さ
五
間
の
夕
日
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
町
も
負
け
て
は
お
ら
ず
力
を
入
れ
て
お
り
、
歌
舞
伎
や
落
語
、
古
今
東

西
の
様
々
な
題
材
を
扱
い
、
疑
似
体
験
さ
せ
る
仕
掛
け
を
作
り
こ
ん
で
お
り
、
来

る
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
情
熱
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
熱
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
見
た
い
の
は
侍
も
一
緒
で
、

一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
年
）
の
記
録
に
は
家
老
を
は
じ
め
、
御
役
人
は
祭
礼
期
間

中
、
造
り
物
の
見
物
は
で
き
な
い
の
で
、
解
体
を
一
日
延
ば
し
て
残
し
て
お
く
よ

う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。次

第
に
町
ご
と
に
そ
の

出
来
栄
え
を
競
う
よ
う
に
な

る
と
、
遠
方
よ
り
人
形
師
を

招
く
と
い
う
よ
う
に
な
り
、

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）

の
新
聞
に
よ
れ
ば
、
三
十
二

町
の
造
り
物
の
う
ち
、
十
五

町
が
外
部
か
ら
招
い
た
職
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

人
形
師
の
造
形
技
術
の
導

入
も
あ
り
ま
す
が
、
一
九
〇
九

年
（
明
治
四
十
二
年
）
か
ら

一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四

年
）
に
姫
路
で
水
力
発
電
事
業
が
開
始
し
た
事
で
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）

の
三
ツ
山
大
祭
で
は
早
速
取
り
入
れ
ら
れ
、
電
気
仕
掛
け
の
カ
ラ
ク
リ
造
り
物
が

登
場
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
町
中
が
ア
ー
ク
灯
で
電
飾
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
五
三
年

（
昭
和
二
十
八
年
） 

の
三
ツ
山
大
祭
で
は
人
形
が
動
く
仕
掛
け
、
目
が
光
る
大
蛇
、

口
を
開
く
た
び
に
煙
を
吐
く
ガ
マ
な
ど
の
電
気
機
械
や
、
拡
声
器
を
使
っ
て
擬
音

を
出
し
た
り
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
説
明
が
流
れ
る
も
の
な
ど
時
代
の

最
新
技
術
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

姫
路
周
辺
の
交
通
事
情
も
大
き
く
変
わ
り
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）

山
陽
鉄
道
の
姫
路
駅
設
置
。
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）
播
但
鉄
道
開
通
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
に
播
電
鉄
道
が
開
通
し
、
遠
方
か
ら
の
見
物
客

が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
廃
線
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

播
電
鉄
道
で
す
が
、
一
ツ
山
大
祭
の
開
催
さ
れ
た
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に

は
一
〇
七
万
人
が
利
用
し
て
い
る
事
か
ら
大
祭
の
影
響
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に
難

図３　‌幾蔵図冊より「鯨取」
姫路市立城内図書館蔵

写真２　‌大屋根の上の造り物
‌「龍虎の争い」（本町）1928年（昭和3年）木村政勝氏アルバム
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く
な
い
で
す
。
当
時
の
日
本
の
人
口
は
約
六
二
〇
七
万
人
で
あ
り
、
地
方
の
鉄
道

と
し
て
は
か
な
り
の
利
用
率
の
高
い
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
の
利
便
性
が
良
く
な
り
、
多
く
の
見
物
人
が
町
ご
と
の
造
り
物
を
見
に
押

し
寄
せ
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
で
も
造
り
物
で
迎
え
入
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
二
八

年
（
昭
和
三
年
）
の
一
ツ
山
大
祭
見
物
に
出
か
け
た
大
阪
か
ら
来
た
人
が
「
普
通
の

家
に
て
も
表
庭
の
往
来
よ
り
見
え
る
所
に
人
形
や
動
物
の
造
り
物
を
し
て
、
通
る
人

に
見
せ
た
り
、
裏
木
戸
を
あ
け
て
庭
先
の
造
り
物
を
み
せ
た
り
、
或
る
家
で
は
表
玄

関
の
庭
木
に
綿
を
き
せ  
雪
中
に
き
か
せ
た
も
の
も
あ
っ
た
。」
と
記
録
に
残
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
町
ご
と
の
造
り
物
と
は
別
に
、
何
で
も
な
い
個
人
が
一
式
形
式
で
遠

方
か
ら
の
見
物
客
を
迎
え
る
趣
向
も
残
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

四
　
衰
退
と
復
興

日
本
は
太
平
洋
戦
争
で
敗
戦
し
ま
し
た
が
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
） 

の
三
ツ
山
大
祭
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
造
り
物
は
す
べ
て
が
人
形
師
や
興
行
師
の

手
に
よ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
復
興
の
熱
気
も
あ
り
町
全
体
を
使
い
盛

大
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
社
会
構
造
の

変
化
も
あ
り
、
造
り
物
に
町
衆
が
関
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
き
、
祭
礼
の
造
り
物
は

企
業
協
賛
で
い
く
つ
か
作
る
程
度
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
（
平
成

二
十
五
年
）
の
三
ツ
山
大
祭
に
お
い
て
衰
退
し
て
い
た
造
り
物
を
復
活
さ
よ
う
と

総
社
（
第
二
十
二
回
三
ツ
山
大
祭
実
行
委
員
会
）
が
呼
び
か
け
、
六
十
年
ぶ
り
に

八
団
体
が
参
加
、
十
点
の
造
り
物
が
復
興
さ
れ
ま
し
た
。
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
造
り
物
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
総
社
だ
け
で
な
く
市

内
を
散
策
す
る
動
機
づ
け
に
も
な
り
町
の
賑
わ
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

制
作
に
あ
っ
て
は
、
造
り
物
を
見
た
こ
と
も
作
っ
た
こ
と
も
な
い
人
々
が
集

ま
っ
て
、
ゼ
ロ
か
ら
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
制
作
後
に
は
作
る
こ
と
へ
の
意
欲

を
持
た
れ
た
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
、
そ
の
熱
意
が
、
播
磨
国
総
社
一
ツ
山
大

祭
・
三
ツ
山
大
祭
保
存
会
の
設
立
と
な
り
、「
謡
囃
子
」
の
復
活
に
向
け
て
の
取

り
組
み
や
、
造
り
物
学
習
会
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
平
成
二
十
五
年

の
造
り
物
制
作
の
経
験
を
踏
ま
え
、
住
民
参
加
で
取
り
組
み
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
　
こ
れ
か
ら
の
造
り
物

造
り
物
は
、
山
と
共
に
成
立
し
、
祭
が
地
域
に
根
差
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ど
う
し
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
事
で
造
り
物
文
化
が
発
展
し
ま
し
た
。

保
存
会
の
活
動
は
、
次
回
の
二
〇
三
三
年
の
三
ツ
山
大
祭
に
向
け
て
進
ん
で

い
ま
す
が
、
課
題
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
、
既
に
進
め
ら
れ

て
い
る
造
り
物
学
習
会
の
住
民
参
加
に
加
え
、
他
世
代
や
地
域
と
の
交
流
で
造
り

物
制
作
に
向
け
た
取
り
組
み
を
持
つ
こ
と
が
解
消
の
糸
口
と
な
り
、
三
ツ
山
大
祭

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

写真３　2013年(平成25年)造り物「秀吉・官兵衛の中国
大返し」の背景画の色塗り作業を行う東光中学校美術部

写真４ 2013年(平成25年)造り物「弁慶、書寫山圓教寺
を焼く」、大祭後の活用として圓教寺新緑祭りでの展示
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カ
ラ
ー
で
み
る
三
ツ
山
大
祭（
昭
和
二
十
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
本
純
男
氏
旧
蔵

元禄花見踊（福中町）の造り物

御幸通りに掛かる五条橋

三ツ山大祭の宣伝のため、駅前に出現した大鳥居

戦災から復興された本殿

巴御前駒止の場（東呉服町）の造り物

加藤清正虎退治の場（駅前町）の
造り物と眺める人々

馬に乗って街を練る石見市長

神門前に並ぶ三ツ山と行き交う参詣の人々
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羽衣（元塩町）の造り物

龍虎（博労町）の造り物

勧進帳 安宅之関の場（西二階町）の造り物

那須の与一（御幸通）の造り物

忠臣蔵、清水一角奮戦之場（米田町）

小溝小路商店街の造り物「羅生門」、
鬼と武者人形が見どころ（博労町）

川中島合戦（直養町）

二階町通り入口に設置された「娘道成寺」
（中二階町）の造り物
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令
和
三
年
度
　
保
存
会
活
動
報
告

◥ 
令
和
三
年
度
役
員
会
並
び
に

　 
特
別
講
演
会
「
三
ツ
山
大
祭
　
ま
つ
り
と
造
り
物
」

�

（
令
和
三
年
七
月
二
十
二
日
）

令
和
三
年
度
の
役
員
会
に
合
わ
せ
、
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
会
は
、
役
員
十
九
名
の
出
席
、
三
十
四
名
の
委
任
状
に
よ
り
開
会
し

ま
し
た
。

田
中
会
長
よ
り
、
開
会
の
挨
拶
と
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
役
員
会
を

無
事
開
催
で
き
た
事
へ
の
御
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
公
務
の
お
忙
し
い
中
、
姫
路
市
長　
清
元
秀
泰
様
（
当
会
名
誉

顧
問
）、
姫
路
市
議
会
議
長 

萩
原
唯
典
様
（
当
会
顧
問
）
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
の
審
議
に
入
り
、

各
号
議
案
と
も
一
同
異
議
無
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
防
疫
対
策
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保

し
て
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

講
師
に
、
え
か
き
・
も
の
づ
く

り
作
家
・
京
都
精
華
大
学　

非

常
勤
講
師　

 

ド
ウ
ノ
ヨ
シ
ノ
ブ

氏
を
お
迎
え
し
、「
三
ツ
山
大
祭　

ま
つ
り
と
造
り
物
」
の
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

造
り
物
の
発
生
と
大
都
市
か
ら

地
方
へ
の
波
及
の
お
話
か
ら
始
ま

り
、
一
ツ
山
大
祭
三
ツ
山
大
祭
と

融
合
し
て
山
の
飾
り
人
形
へ
と
変

化
し
た
こ
と
、
そ
の
後
出
さ
れ
た

倹
約
令
に
よ
り
山
の
飾
り
が
縮
小

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
内
の
造
り

物
・
曳
き
物
へ
と
変
化
し
、
民
間

に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
造
り

物
の
変
遷
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
造
り
物
・
曳
き
物
が
時
代

に
よ
り
変
化
、
展
開
し
て
い
く
状

況
を
、
絵
図
な
ど
の
画
像
を
通
し

て
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
造

り
物
が
変
化
し
て
い
く
様
子
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
第
二
十
二
回
三
ツ
山
大
祭
に
お
い
て
、
学
術
委
員
と
し
て

造
り
物
製
作
に
携
わ
れ
た
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

造
り
物
に
つ
い
て
、
大
変
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
き
、
聴
講
さ
れ
た

五
十
名
余
の
方
々
は
、
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◥ 

曳
き
物
づ
く
り
学
習
会�（
令
和
三
年
八
月
三
日
～
九
月
二
十
八
日
）

今
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
と
な
る
曳
き
物
づ
く
り
学
習
会
を
、
令
和
三
年
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
十
回
に
亘
り
実
施
し
ま
し
た
。

播
磨
国
総
社
図
絵
（
天
保
年
間　
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
）
に
は
、
三
ツ
山

大
祭
に
際
し
て
き
ら
び
や
か
な
曳
き
物
が
登
場
し
ま
す
。
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令
和
元
年
に
復
興
し
た
「
謡
囃
子
」。
そ
の
行
列
に
新
た
な
曳
き
物
を
出

し
た
い
―
。
そ
の
思
い
を
か
ら
、
曳
き
物
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
チ
ー
フ
を
昨
年

度
か
ら
検
討
し
、
人
よ
り
大
き
く
描
か
れ
た
天
狗
の
面
の
曳
き
物
の
絵
を
見

つ
け
、
こ
の
迫
力
を
再
現
し
よ
う
と
決
ま
り
ま
し
た
。

制
作
に
あ
た
り
、
え
か
き・も
の
づ
く
り
作
家　
ド
ウ
ノ
ヨ
シ
ノ
ブ
氏
に
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
図
か
ら
、
解
体
で
き
る
曳
き
物
の
構
造
・
素

材
・
製
作
手
順
な
ど
を
考
案
し
て
い
た
だ
き
、
学
習
会
を
進
め
ま
し
た
。

天
狗
の
面
は
、
縦
一
、五
メ
ー
ト
ル
、
横
一
、二
メ
ー
ト
ル
、
鼻
の
長
さ
は

七
十
五
セ
ン
チ
と
い
う
大
き
さ
で
す
。
総
社
に
あ
る
猿
田
彦
の
面
を
３
Ｄ
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
込
み
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
削
り
出
し
た
も
の
に
、
紙
粘

土
を
貼
り
、
赤
の
塗
料
や
ニ
ス
な
ど
を
塗
り
ま
す
。
紙
粘
土
や
塗
料
を
何
度

も
塗
り
重
ね
、
重
厚
感
の
あ
る
天
狗
の
面
と
な
り
ま
し
た
。

木
材
や
紙
を
使
っ
て
、
紅
白
の
御
幣
、

面
を
乗
せ
る
台
車
、
欄
干
を
作
り
、
台

車
を
覆
う
波
模
様
の
布
も
丁
寧
に
制
作

し
ま
し
た
。

学
習
日
最
終
回
に
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
、
田
中
会
長
、
名
誉
顧
問
の
清

元
姫
路
市
長
に
よ
る
天
狗
の
目
入
れ
が

行
わ
れ
完
成
し
ま
し
た
。

◥ 

造
り
も
の
展�

（
令
和
三
年
十
月
一
日
～
十
月
三
十
日
）

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
存

会
の
活
動
の
成
果
を
紹
介
す
る

た
め
に
「
造
り
も
の
展
」
と
い

う
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
制
作
し
た
天
狗
の
曳

き
物
を
は
じ
め
、
過
去
に
学
習

会
で
制
作
し
た
三
ツ
山
の
曳
き

物
や
鎧
、
大
傘
に
謡
囃
子
の
様

子
を
紹
介
し
た
写
真
パ
ネ
ル
も

展
示
し
ま
し
た
。

天
狗
の
迫
力
が
話
題
を
呼
び
、

各
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
多
く
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

8
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今
回
、
社
会
科
学
習
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
第
四
学
年
三
組
の
児
童
さ
ん
た
ち
。

保
存
会
か
ら
は
稲
岡
事
務
局
長
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

郷
土
の
祭
り
と
し
て
、
一
ツ
山
大
祭
・

三
ツ
山
大
祭
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き

た
の
か
。
そ
し
て
、
保
存
会
が
出
来
た
目

的
や
、
両
大
祭
を
守
り
受
け
継
ぐ
人
々
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
と
め
に
、
保
存
会
が
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
を
目
指
す
意
味
や
、
活
動
の

意
義
を
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
郷
土
の
祭
り
を
学
び
考
え
る
素
晴
ら
し

い
授
業
で
あ
っ
た
と
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

◥ 

総
社
境
内
長
生
殿
で
の
謡
囃
子�

（
令
和
四
年
一
月
十
六
日
）

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
宝
恵
駕
籠
行
列
が
中
止
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
四
回
目
と
な
る
本
年
も
、
総
社
境
内
で
の
謡
囃
子
特
別
上
演
と

な
り
ま
し
た
。

三
ツ
山
踊
り
保
存
会
、
姫
路
・
城
東
連
、
置
塩
城
鎧
工
房
、
香
寺
太
鼓
の

四
団
体
の
上
演
か
ら
な
る
ス
テ
ー
ジ
を
計
四
回
披
露
し
ま
し
た
。
天
狗
の
曳

き
物
を
舞
台
に
設
置
し
、
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
演
出
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
前
か
ら
、
多
く
の
方
が
舞
台
を
取
り
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

香
寺
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
後
、
田
中
会
長
、

名
誉
顧
問
の
清
元
姫
路
市
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◥ 

小
袖
山
に
飾
る
小
袖
の
陰
干
し�

（
令
和
三
年
十
月
六
日
）

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
小
袖

の
陰
干
し
を
、
十
月
六
日
に
総
社

境
内
に
て
行
い
ま
し
た
。

三
ツ
山
大
祭
の
小
袖
山
に
飾
る

小
袖
を
、
田
中
会
長
を
は
じ
め
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
先
生
、
会
員
の

方
々
約
三
十
名
の
ご
奉
仕
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
小
袖
が
境
内
に

並
べ
ら
れ
、
約
二
〇
〇
領
の
陰
干

し
が
出
来
ま
し
た
。

小
袖
山
に
は
約
八
五
〇
領
の
小

袖
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

令
和
十
五
年
の
三
ツ
山
大
祭
に

向
け
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
進
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

◥ 

姫
路
市
立
白
鷺
小
中
学
校
　
社
会
科
学
習
に
保
存
会
活
動
が

　 

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た�

（
令
和
三
年
十
二
月
八
日
）

姫
路
市
で
初
の
義
務
教
育
学
校
と
し
て
、
平
成
三
十
年
四
月
に
開
校
し

た
、
姫
路
市
立
白
鷺
小
中
学
校
。
社
会
科
学
習
に
お
い
て
、
姫
路
の
ま
ち

に
残
っ
て
い
る
建
物
や
祭
り
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

の
か
を
テ
ー
マ
に
、
当
保
存
会
の
活
動
に
つ
い
て
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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置
塩
城
鎧
工
房
は
鎧
姿
で
会
場
を
練
り
歩
き
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
参
拝
者
の

み
な
さ
ん
と
勝
ち
ど
き
を
あ
げ
ま
し
た
。

三
ツ
山
踊
り
保
存
会
と
姫
路
・
城
東
連
は
に
ぎ
や
か
に
踊
り
を
披
露
し
、

参
拝
者
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
る
回
も
あ
り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
こ
の
よ
う
な
時
代
（
世
情
）
に
上
演
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
来
年
は
城
下
へ
繰
り
出
し
、
大
傘
や
曳
き
物
が
揃
い
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
た
謡
囃
子
を
披
露
し
た
い
も
の
で
す
。

◥ 

令
和
四
年
度
　
保
存
会
事
業
予
定

一
、
調
査
・
研
究
事
業　
　
　
　
会
報
誌
第
七
号
発
行

二
、
研
修
会
・
講
演
会
事
業　
　
記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
に
わ
か
」
衣
装
製
作
学
習
会
の
実
施

三
、
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
会

四
、
そ
の
他
関
連
事
業
行
事
等　
小
袖
の
陰
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
り
も
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か
と
謡
囃
子
の
実
施

「
悠
久
の
歴
史
を
伝
え
る
　
播
磨
国
総
社
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
」

　
好
評
頒
布
中
！

　
　
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
の

　
　
す
べ
て
が
わ
か
る
こ
の
一
冊
！ 

　
　
一
冊
三
〇
〇
円

 　
　
播
磨
国
総
社
に
て

悠久の歴史を伝える

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭保存会

平成27年度文化庁文化遺産を活かした地域活性化事業
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